
【事業計画のイメージ】
（様式2-1(A)）	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受付番号（記載不要）
平成２８年度ロボット導入促進のためのシステムインテグレータ育成事業　事業計画書（Ａ類型）
	事業計画名
	○○○○

	事業者名
	株式会社○○
	中小企業者
	○ ×
	従業員数
	000名(000名)

	事業者の業種
	○○業
	機械装置等の導入場所
	○○県○○市カッコ内にはSIに従事している従業員数を記載


	取得ロボット種別
	○○型（垂直多関節型、双腕型、パラレルリンク型など）

	ロボットメーカー
	○○
	ロボット製品名
	○○-○○

	積算概要
※経費明細表の額と一致すること
	Ⅰ．機械装置費等
	0 千円
	Ⅴ．受講料
	0 千円

	
	Ⅱ．原材料費
	0 千円
	Ⅵ．人件費
	0 千円

	
	Ⅲ．外注費
	0 千円
	事業経費総額
	0 千円

	
	Ⅳ．ソフトウェア費
	0 千円
	補助額
	0 千円


【１．現在の自社事業の概要】
	　※提案するロボットSI事業の下地となる自社事業の概要を記載するもので、提案に関わりの無い事業については記載不要。


【２．取得するロボット等の概要及びロボットSI（提案）能力の習得・高度化計画の内容】
	　※機械装置・ソフトウェア等の取得や講習等の受講を通して、どのようなロボットSI能力を、どのように習得（高度化）するかを具体的に記載。


【３．上記２．の実施によって生み出されるロボットSI事業の提案内容】
	　※ロボットSI事業として展開していくロボットシステムの内容（ロボットや周辺装置等の構成）を明確にし、想定ユーザーと、どのような現場・工程で活用されるのかを具体的に説明。


【４．提案するロボットSI事業の展開計画】
	　※展開計画の概要と、次ページ「事業実施による効果」①ロボットSI事業の受注想定件数の根拠を説明（市場規模など）。




	１．現在の自社事業
	
	２．ロボットSI（提案）能力の習得・高度化計画

	※前ページ１．の内容を、図表などを用いてビジュアルに表現
	
	※前ページ２．の内容を、図表などを用いてビジュアルに表現



	３．提案するロボットSI事業

	※前ページ３．の内容を、図表などを用いてビジュアルに表現



	事業実施による効果
	
	事業計画のスケジュール

	①ロボットSI事業の受注想定件数：○○件
（補助事業終了後の年間目標件数）
②自社のロボットSI人材：○○人→○○人
③本計画の実施による新規雇用者：○人
④スキル向上効果：○○○○（※資格取得など）
⑤ロボットSI事業の新規性：○○○○（※特に、ロボットSI事業未参入者にとって参考となる取組である場合にはその旨を文章で記載）
	
	※補助事業期間中に実施する内容を記載
（例）
・平成29年○月：ロボット・周辺装置を購入
・平成29年○月：○○講習受講
・平成29年○月～○月：ロボットハンドの試作（設計・開発～実施試験）




※本ページは各枠の大きさは変更せず、１ページ（前ページと合わせて２ページ）に収めるようにしてください。
※１．～４．の各分量は変更しても差し支えありませんが、４．までを１ページ以内に収めるようにしてください。
